
 
 

  

三
陸
の
海
を
守
る
会
が 

 
 

提
起 

「
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
」
は
、

五
月
に
開
催
さ
れ
た
「
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
の

総
会
で
『
放
射
能
が
大
手
を

振
っ
て
流
さ
れ
る
の
は
、
海

洋
放
出
規
制
の
法
律
が
不
備

だ
か
ら
で
あ
る
。
一
刻
も
早

く
法
を
整
備
し
て
海
洋
放
出

を
や
め
さ
せ
よ
う
』
と
決
議

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

七
月
以
来
会
員
が
手
分
け

し
て
沿
岸
各
市
町
村
を
精
力

的
に
ま
わ
り
、
山
田
町
や
宮

古
市
な
ど
沿
岸
十
三
市
町
村

議
会
に
対
し
て
請
願
手
続
き

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
各
地
で

次
々
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
町
村
議
会
審
議
結
果 

○
請
願
採
択
・
国
へ
意
見
書 

山
田
町 

大
槌
町 

川
井
村 

田
野
畑
村 

 

陸
前
高
田
市 

洋
野
町 

宮
古
市 

○
議
員
発
議
・
国
へ
意
見
書 

 

久
慈
市 

○
請
願
・
継
続
審
議 

 

普
代
村 

野
田
村 

 

岩
泉
町 

○
請
願
・
未
提
出
・
（
継
続
） 

 

釜
石
市 

○
請
願
・
不
採
択 

 

大
船
渡
市
・
・（
請
願
理
由

の
根
拠
や
将
来
予
測
が
不

明
確
で
採
択
出
来
ず
） 
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海洋放出続く、トリチウム 累計８５兆ベクレル 
９月末に「８月の放射能海洋放出報告」が、日本原燃ホ

ームページに載りました。 ８月にはヨウ素１２９が、初

めて、検出限界以上の４１万ベクレルと発表されました。 

市
町
村
議
会
宛
請
願
書
（
抜
粋
） 

要
旨 

青
森
県
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
の
本
格
操 

業
を
前
に
、
放
射
能
か
ら
三
陸
の
海
を
守
る
た 

め
、
貴
議
会
に
お
い
て
、
意
見
書
を
国
及
び
関 

係
機
関
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
く
請
願
い
た 

し
ま
す
。 

請
願
事
項
（
議
会
意
見
書
の
内
容
） 

１
、
放
射
能
廃
液
を
海
に
放
出
し
な
い
法
律
、
放 

射
能
海
洋
放
出
規
制
法
（
仮
称
）
を
制
定
す
る 

こ
と
。 

２
、
本
県
に
お
い
て
も
、
青
森
県
同
様
モ
ニ
タ
リ 

ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 

（
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
） 

 

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
（
田
村
剛
一
会
長
）

が
提
起
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
「
放
射
能
を
海
に
流
さ

な
い
こ
と
を
法
律
で
定
め

る
請
願
」
は
各
市
町
村
議
会

で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

既
に
八
市
町
村
か
ら
意
見

書
が
衆
参
両
院
議
長
な
ど

に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

越
喜
来
湾
の
朝 



微
量
な
被
曝
で
も
危
険 

  

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
広
島

の
被
曝
者
数
万
人
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
て
原
爆
に
よ

る
被
曝
に
つ
い
て
、
精
密
な

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
〇

年
後
、
二
〇
年
後
、
と
い
う

区
切
り
ご
と
で
統
計
を
取
る

と
ガ
ン
や
白
血
病
な
ど
の
放

射
線
障
害
で
死
ぬ
人
が
多
い

結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

 
い
わ
ゆ
る
放
射
線
「
許
容

量
」
は
、
百
年
前
の
放
射
線

発
見
の
頃
か
ら
見
る
と
、
現

在
で
は
数
千
分
の
一
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
左
図
） 

●
一
八
九
八
年
、
キ
ュ
リ
ー

夫
妻
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質

が
発
見
さ
れ
た
頃
に
は
、「
皮

膚
に
炎
症
を
起
こ
さ
な
い
位

な
ら
」
と
実
に
危
険
な
実
験

が
な
さ
れ
、
夫
妻
も
放
射
線

障
害
で
倒
れ
ま
し
た
。（
数
万

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
） 

●
一
九
三
〇
年
代
に
は
さ
す

が
に
危
険
性
が
認
知
さ
れ
、

大
幅
に
許
容
量
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。（
千
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
／
年
） 

●
一
九
五
〇
年
代
、
原
水
爆

実
験
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
さ

ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
般
人
で

数
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
／
年
） 

●
近
年
に
な

っ
て
内
部
被

曝
の
危
険
が

よ
う
や
く
認

知
さ
れ
は
じ

め
ま
し
た
。

（
一
般
人
で

一
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
／
年
） 

内
部
被
曝

の
研
究
が
進

む
と
今
後
さ

ら
に
「
許
容

量
」
が
引
き

下
げ
ら
れ
て

ゆ
く
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。 

 

再
処
理
工
場
か
ら
は
原
発

で
は
許
さ
れ
な
い
量
の
放

射
能
が
海
に
流
さ
れ
る 

  

先
生
は
京
都
大
学
原
子
炉

実
験
所
の
廃
液
の
監
視
を
担

当
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
再
処

理
工
場
か
ら
は
原
発
で
は
許

さ
れ
な
い
量
の
放
射
能
が
流

さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
原
発

の
濃
度
基
準
ま
で
廃
液
を
薄

め
る
な
ら
、
一
日
に
実
に
百

万
㌧
も
の
希
釈
水
が
必
要
と

い
い
ま
す
。 

 
 

現
在
流
さ
れ
て
い
る
八
五

兆
ベ
ク
レ
ル
の
ト
リ
チ
ウ
ム

は
そ
れ
で
も
本
格
稼
働
し
た

場
合
の
数
百
分
の
一
で
す
。

再
処
理
工
場
の
廃
液
は
「
温

排
水
」
な
ど
で
は
な
く
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
化

学
工
場
か
ら
の
放
射
能
廃
液

そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う 

な
不
合
理
は
放
射
能
の
海
洋

放
出
を
直
接
規
制
す
る
法
規 

が
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い 

           

ま
す
。
三
陸
の
沿
岸
市
町
村

で
、
海
へ
の
放
射
能
放
出
を

禁
止
す
る
法
を
作
れ
と
言
う

運
動
が
提
起
さ
れ
た
の
は
当

然
で
あ
り
、
意
義
あ
る
こ
と

で
す
。 

 

年
間
被
曝
量
「
〇
・
〇

二
二
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」
は

仮
定
を
積
み
重
ね
た
机
上

の
数
字 

「
工
場
周
辺
で
も
〇
・
〇
二

二
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
安

全
」
と
い
う
原
燃
の
主
張
は
、

多
く
の
仮
定
を
積
み
重
ね
た

机
上
の
計
算
の
結
果
で
、
少

し
で
も
前
提
条
件
が
変
わ
れ

ば
、
数
値
も
変
わ
る
の
で
信

ず
る
に
足
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
原
燃
は
住
民
の
牛
肉
の

摂
取
量
を
「
一
人
一
日
六
㌘
」

と
仮
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
二
倍
の
一
日
十
二
㌘
と

変
わ
る
だ
け
で
年
間
被
曝
量

の
数
値
は
大
き
く
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
仮
定
の
如
何 

                     

に
よ
っ
て
数
値
は
簡
単
に
一

桁
も
二
桁
も
違
っ
て
き
ま
す
。 

ま
た
計
算
の
出
発
点
の
海

に
流
す
放
射
能
の
核
種
と
量

を
で
す
が
、
例
え
ば 

「
ル

テ
ニ
ウ
ム
」
と
い
う
核
種
に

つ
い
て
、
仏
ラ
・
ア
ー
グ
再

処
理
工
場
の
四
百
分
の
一
と

計
算
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

再
処
理
工
場
は
技
術
を
フ
ラ

ン
ス
に
頼
っ
て
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
同
じ
技
術
水
準
で
日

本
の
も
の
は
こ
ん
な
に
少
な

く
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
ま
と
め
・
文
責
大
信
田
）

（
次
回
に
続
く
） 

小
出
裕
章
先
生
講
演
ま
と
め
（
中
） 

 
 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は 

 
 
 

岩
手
に
何
を
も
た
ら
す
の
か 

岩
手
県
知
事
に 

ハ
ガ
キ
を
出
そ
う 

 

（
文
例
） 

 

◎
海
へ
の
放
射
能
放
出
に

つ
い
て
、
岩
手
県
民
へ 

の
説
明
責
任
を
果
た 

す
よ
う
、
原
燃
、
国
に 

働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

◎
放
射
能
か
ら
海
を
守 

る
た
め
に
全
力
を
あ 

げ
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

〒
０
２
０
ー
８
７
５
０ 

 

盛
岡
市
内
丸
十
〜
一 

岩
手
県
知
事 

 

増
田
寛
也
様 

 
 

【
差
出
人
】 

 
 

住
所
・
氏
名 

●
岩
手
の
会
に
ハ
ガ
キ

あ
り
ま
す
。 


